
ラインズｅライブラリ for まなびポケット

操作マニュアル

ラインズeライブラリは、

『子どもたち一人一人に、

わかった！できた！の喜びを。』

をコンセプトに作られた

学習支援のための

ソフトウェアです。



・学習の進め方

・マイページ

・苦手を学びなおす

・学習をふりかえる

・ふりかえりの確認と返信

・学習管理

P7

P7

P8

P8

P12

P13

『自ら学ぶ力』を身につける

教材を提示する

単元のまとめに

基礎基本の定着・個別指導に

ｅライブラリでできること

◆学習意欲を高め、理解を助ける

「ラインズeライブラリ for まなびポケット」は、小学校１年生から中学校３年生までの

５教科+中学校実技教科の学習支援のためのソフトウェアです。

ドリル問題や提示教材など、児童生徒の学習意欲を高め、理解を助ける教材が揃っています。

基礎・基本の定着にぜひお役立てください。

◆教材は毎年更新

教材は毎年更新され、ご契約期間中は最新の教材をご利用いただけます。

◆マルチブラウザ対応

PCだけではなく、iPadやAndroidのタブレットやスマートフォンでもご利用いただけます。

・ドリル学習コース

・学習指示

・解説教材/確認問題
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はじめるまえに

・児童生徒メニュー

・先生メニュー

・ドリル学習コース

・ドリル（単元学習）

・学習履歴の確認

・学習指示

・解説教材/確認問題

・ライブラリ

P3

P3

教材をつくる・さがす

・教材検索

・解説教材/確認問題

P16

P17

P4

P5

P10

P14 

P4

P14

P17

P17

P9



児童生徒メニュー・先生メニュー

【まなびポケット】にログインし、
【ラインズeライブラリ for まなびポケット】を選択します。

A B C

D E

Ｆ Ｇ

Ｈ

Ｋ

Ｉ Ｊ

Ａ → P5へ

Ｂ → P17へ

Ｃ → P4へ

Ｄ → P4へ

Ｅ → P4へ

Ｆ → 調べ学習や確認・定着の
ためのコンテンツを収録

Ｇ → P7へ

Ｈ → 教科書ページを
指定して検索

Ｉ → ジャンルやキーワード
を選択して検索

Ｊ → 任意の言葉を入力して
検索

Ｋ → 学習コースごとに
詳細な学習履歴を確認
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◆児童生徒メニュー

◆先生メニュー

ア → P14へ

イ → P10へ

ウ → P16へ

エ → P9へ

オ → 教科書設定

カ → P12へ
ア イ ウ

エ オ

カ 先生メニューの戻り方

どの画面でも左上のロゴを選択
すると先生メニューに戻ります。



ドリル学習コース
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・小学校1年生から中学校3年生までの57,000問以上の問題を
収録しています。

・学習履歴が残ります。

・他の学年の問題を学習することもできます。

◆４つの学習コースをご用意しています。

概要

A ドリル（単元学習）

単元に沿って演習するコースです。

自分で難易度（基本/標準/挑戦）を選択して、
各自の理解度に合わせて学習できます。

■対象学年 小学１年～中学３年
■主な活用場面 単元のまとめ、学期の

まとめ、朝学習、放課後学習

★算数・数学は

「トライ」ボタンが表示され、

学年を越えて関連単元の学習も

できます。

C テーマ学習（算数・数学）

D 単元テスト

E 教科書復習テスト

設定した範囲内の理解度をテストし、
復習するコースです。教科書のページを入力するだけで、
自動で範囲が設定されます。

■対象学年 小学３年～中学３年
■主な活用場面 補習、テスト勉強

単元単位で理解度をテストし、
弱点部分に絞って復習するコースです。
先生がクラスの単元理解傾向を把握することもできます。

■対象学年 小学３年～中学３年
■主な活用場面 単元のまとめ、学期のまとめ、補習

学年の枠を越えて、系統別にドリルを解き、
無理なく定着させるのに役立ちます。
進捗や平均点によりスタンプがつき、学習を後押しします。

■対象学年 小学３年～中学３年
■主な活用場面 学期・学年のまとめ、補習



ドリル（単元学習）

① 【ドリル（単元学習）】を選択し、学年・教科を選択します。

② 単元を選び、教材のレベル（基本／標準／挑戦）を選択すると、問題が始まります。

問題はランダムに出題されます。
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③ 問題画面では、【学習メモ】をひらいて、計算式等を書き込むことができます。

解答は選択肢（ランダム）を選び【判定】を選択します。

【次の問題】を選択すると、次の問題が表示されます。

【ヒント！】

ヒントを表示させます。

判定後は、【解答解説】に変わります。

【調べる】

解説教材で調べることができます。

【キーワードリンク、ドラッグ検索】

文中の青い文字はリンクが張られており、

選択するとその語句を検索できます。

リンクの張られていない語句でも、ドラッグすると

マークが表示され、そこから検索できます。

【単元選択】 【教材レベル選択】

◆右上のメニューボタンから【終わる】を
選択すると、教材一覧に戻ります。

◆【音を止める】で判定音のオン/オフを
切り替えることができます。

◆【ホーム】で児童生徒メニューに戻ります。

A

メニュー

【学年・教科選択】



④ 全問解き終えた後、間違えた問題を【リトライ】でやり直します。

⑤ 【採点】を選択すると、学習結果が表示されます。

得点に応じて次のおすすめ教材が左下に表示されます。

※全問正解の場合は、【リトライ】は表示されません。

【リトライ中の問題選択タブ】

⑥ 【戻る】を選択すると、教材一覧に戻ります。

学習済みの教材には、レベルごとの点数が表示されます。

【学習結果】

６

教科・単元を選び直します

学習メモ機能

◆ドリル画面内の【学習メモ】を選択すると、
問題の上に半透明で学習メモ機能がひらき、
メモを書き込むことができます。

◆ログインして利用した場合は「りれき」として
学習メモも保存されます。

…メモ画面をとじます
（ログインして利用した場合、採点後に

学習結果とともに保存されます）

…フリーハンドモード

…テキストモード

…消しゴム
部分的に修正したい時に使います

記入
不可

記入
不可

※保存したメモは から を選択すると確認できます。

◆39点以下
◆40点～79点
◆80点～99点
◆100点

…赤
…黄
…青
…緑

◆40点以下

◆41点～79点
◆80点～100点

…【前のレベルへ】or【前の教材へ】
（復習/戻る）

…【もう一度】（再チャレンジ）
…【次のレベルへ】or【次の教材へ】

（レベルアップ/進む）

次のおすすめ教材

点数の表示色

記入可能

※採点を選択しないと学習の履歴が残らないのでご注意ください。



Ｇ

『自ら学ぶ力』を身につける

学習履歴を見る（P7）

苦手を学びなおす（P8）

学習をふりかえる（P8）

ドリルで学習する（P5）

＜学習サイクルの一例＞ 「目標を立てる」→「ドリル学習」→「苦手を見つけて学びなおす」→「学習を
ふりかえる」→「学習意欲を高める」という学習サイクルを繰り返すことで、
基礎基本の定着を図りながら「学び方」を学びます。

eライブラリには、児童生徒の「主体的・意欲的な学習」をサポートする様々なしかけがあります。

①

②

③ 月の学習回数をグラフで比較します。

視覚的表示で分かりやすく、目標達成
や意欲向上につながります。

※グラフの最大値は「学校管理者メニュー」で
変更できます。

学習回数に応じて、人物が山を登り下
りします。前月との比較や背景の変化
で達成感を味わえます。

学習回数・平均点・学習日数によって、
メダルが表示されます。メダルが一定
数集まると、コインに交換されます。

① 先月と今月の学習回数

② 年間学習回数ピクチャ

③ 今月の元気度

現在の学習状況をイラストやグラフでわかりやすく表示します。

マイページを確認して、目標をもって学習することができます。
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◆学習の進め方

◆マイページ

ピクチャは全13ステージ
40種類あります。

「もう一度」の数によって、
イラストとメッセージが変わります。



◆苦手を学びなおす
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◆学習をふりかえる

「今日のふりかえり」では、児童生徒が学習のふりかえりを入力して先生に送信できます。

その日の学習で「できたこと」や「できなかったこと」などを具体的に書くことで、

学んだことを整理し、次の学習につなげていくことができます。

①今日のふりかえり

記入欄と月ごとの
ふりかえりの書き込み
が表示されます。

②記入欄

学習をふりかえり、
「できたこと」や
「できなかったこと」

感想などを入力します。

③スタンプ

今の気持ちを8種類の
スタンプから選びます。

④先生に送信

「今日のふりかえり」を
入力したら、送信します。

⑤月ごとの一覧

当月の記入内容と
先生からのコメントが
一覧表示されます。

「学習の見直し」では、児童生徒が自分の学習結果を確認し、苦手な分野を見つけて学習することが

できます。「もう一度」の教材にくりかえし取り組み、苦手分野の克服を目指します。

①学習の見直し

単元学習の結果が表示されます。

③ドリルに再挑戦

絞り込んだ教材を選びます。

④ 再挑戦でOKに

50点以上をとると、
状態が【OK】に変わります。

また、再挑戦した履歴は、
1番上に追加されます。

②状態【もう一度】の絞り込み

初回（リトライ前）の得点が
50点未満に【もう一度】が
表示され、再学習に必要な教材を
ナビゲーションします。

◆【もう一度】がついていない
教材も再学習できます。

◆【教材】【学年】【レベル】で
絞り込みもできます。

状態について

①

②

④

③

①

②

④
③

⑤
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ライブラリ
概要 ・調べ学習や確認・定着のためのコンテンツが収録されています。

・電子黒板やプロジェクタなどの大型モニタで提示して利用できる教材も収録
されています。

対応端末について

◆一部の教材は、Windows端末のみ対応
しています。

◆iPad/Android端末でも利用可能な教材は
のマークがついている教材です。

◆ライブラリコンテンツ一覧

英会話教材

学習ワードマップ

関連するキーワードを結び付
けて視覚化したイメージマッ
プです。

理科資料集

2,000種以上の動物・植物・
菌類の図鑑。

人名事典

歴史・文学・芸術など幅広い
分野の約1,500名を収録。

英単語辞書

約2,500語の英単語を収録。
スピーカーマークを選択する
と発音も確認できます。

アニメーション教材

Ｆ

【児童生徒メニュー】

【先生メニュー】

P.19へ

ゴーゴーサンセットタウン

いろいろカード帳

英会話教材

基本文法に沿った英会話を、
イラストと音声で学べます。

動きを使ってわかりやすく伝
える提示・解説のための教材。

英語の聞き取り練習のコンテ
ンツです。「児童生徒用」
「先生用」があります。

ページをめくりながら、単語
帳のように学習できる190タ
イトル以上のカード帳です。
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学習履歴の確認 イ

◆成績管理では学習コース別や個人別に学習履歴を確認できます。

概要 ・児童生徒のドリルの学習履歴を見ることができます。
・クラス全体の理解度を確認したり、個人のつまずきを把握することができます。
・児童生徒が作成した【学習メモ】の内容も反映、確認できます。

学習コース別（単元学習・単元テスト・教科書復習テスト）にクラス全体の学習状況や
理解度を確認できます。

【単元テストのクラス詳細】

◆学習コース別表示

【単元テストのクラスの実施状況】

単元テストごとの実施者数や平均点を確認できます

個人別の履歴も確認できます

学習メモマーク

児童生徒がメモを作成し
ている場合表示されます。

学習メモの内容を確認する

で

画面を閉じます。

成績詳細画面に戻ります。

◆単元テストの学習履歴の確認

児童生徒が作成した学習メモは【成績管理】から確認できます。

のついた教材を選択し、 を選択すると内容を確認できます。

実施状況、理解状況、関連教材などを確認できます

1

2

1
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個人の学習状況を確認したり、一人ひとりのつまずきを把握することができます。

◆個人別表示

◆個人の単元学習履歴の確認

【つまずきを把握】

【個人の単元学習詳細】

◆テーマ学習履歴の確認

【テーマ学習の学習状況詳細】

ふりかえりの確認

テーマ学習では児童生徒が
採点後につけた「ふりかえ
り」も成績管理から確認が
できます。

☆…バッチリ
○…だいたいわかった
△…ちょっと不安

【コース】を選択し、コース順に表示できます

※テーマ学習の学習状況は【個人別表示】からのみ確認できます。

教材ごとの学習結果が学習日付順に表示されます

問題の正誤と問題内容、児童
生徒が作成した学習メモの内
容も確認できます

問題の正誤と問題内容、児童生徒が
作成した学習メモの内容も確認できます

2
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学習サポート
概要 ・児童生徒の単元学習、ダウンロード学習の学習履歴を、

「マイページ」（P7）や学習推移の画面で確認ができます。
・児童生徒が入力した「今日のふりかえり」（P8）の確認や返信ができます。

◆「今日のふりかえり」の確認と返信

カ

② 児童生徒のコメントを確認したら、

「未読」の□にチェックします。

全員を選択したいときは、

＜全て選択＞の□にチェックします。

③【既読にする】を選択します。

→児童生徒の画面に マーク

がつきます。

④ 個人にコメントを送信する場合には、

対象者の氏名を選ぶと、

送信用画面が開きます。

① 対象の【学年】【クラス】を

選択すると、今日のふりかえり

（最新の書込）が一覧表示されます。

◆同じコメントの一括送信

① 対象の児童生徒の「送信」の□にチェック

します。

② 【一括送信】を選択します。

③ 児童生徒へのコメントを入力します

④ 【スタンプ】から顔スタンプを選択します。

⑤ 【送信】を選択します。

※コメントまたはスタンプのみの送信も可能です。

先生メニューの「今日のふりかえり」では、児童生徒の入力内容を一覧で確認でき、コメント
やスタンプを返信できます。ドリルの履歴だけでは見えにくい理解度や心情面の把握、児童
生徒へのアドバイスなどにご活用ください。

※児童生徒の「今日のふりかえり」の入力方法は、
P8をご覧ください。

【今日のふりかえり提出一覧】

※未読の場合□の横に【 】が表示されます。

1

2

1

①

②

③

①

②

③

④ ⑤
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①

◆学習管理

先生メニューの「学習管理」では、定着度やつまずきなど、児童生徒一人ひとりの学習
履歴を確認することができます。きめ細やかな指導・支援にご活用ください。

※間違えた問題を確認できるので、
つまずきの把握や指導に役立ちます。

①【学習管理 クラスリスト】から確認したい【学年】【教科】【クラス】を選択します。

②【児童生徒名】を選択すると、マイページが表示されます。

③マイページで、学習回数や平均点などの学習状況を確認します。

マイページの活用

◆マイページから児童生徒の
「がんばり」具合を確認できます。

◆学習回数ピクチャやメダル・コインの
情報を、先生からの声がけや
学習アドバイスにお役立てください。

④【学習結果詳細】タブを選択すると、対象の児童生徒の「学習結果詳細」画面が開きます。

⑤【教材名】を選択すると、その教材の学習状況を詳しく確認できます。

学習結果詳細

◆選択した児童生徒の「学習の見直し」

画面と同じものが開きます。

◆ドリル（単元学習）で学習した結果が

表示されます。

◆【状態】や【教科】【レベル】で

絞り込んで表示することもできます。

「もう一度」の数によってイラストが変わります。

0 1-5 6-10 11-20 21-40 41以上

2

① ②

③

④

⑤
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学習指示
概要 ・特定の学級やグループに対して、単元や難易度を指定してドリルを

出題することができます。
・理解度判定テストや学期・学年のまとめとしてご活用いただけます。

◆一斉授業の設定

③授業の種類を選びます。ひとつの単元を出題する場合は【単元指定学習】を、
複数の単元を出題する場合は【オリジナル教材学習】を選択します。

①【授業設定状況】から対象の【学年/クラス】または【グループ】を選択します。

②【授業追加】から 新しい授業を作成します。

クラスやグループ単位で、一斉にドリル学習の指示を出します。
学習状況が一目でわかるモニター機能付きなので、クラス全体の理解度の把握もできます。

【グループの管理】では、
学年をまたいだグループ
の設定ができます

1

2

1

①
②

③
○自由学習

時間と学級を指定し、教材は児童生徒が

自由に選びます。

○単元指定学習

単元をひとつ指定して出題します。

○オリジナル教材学習

複数の単元を指定して出題します。

○単元テスト

単元全体のテストを行った後、弱点に絞って

各自がドリルで学習します。

○教科書復習テスト

教科書ページを指定してテストを行った後、

弱点に絞って各自がドリルで学習します。

ア



【オリジナル学習の授業設定】
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記入
不可

記入
不可

◆課題の設定

④ 授業内容を設定します。対象・教材・学習レベル・授業時間を選び、【登録する】を選択します。

⑤ 登録した授業は授業一覧に保存され、指定した日時に

自動的に出題が行われます。出題中に先生メニューに

ログインすると、モニター画面に移行します。

授業を終了するときに選択

クラスやグループ単位で、課題を出題できます。児童生徒の学習状況に合わせて教材を
自由に選択できますので、習熟度別授業や個別指導ができます。

全員に同じ問題を出題する場合は、レベル
を選び、【全員に同じ問題を出題する】を
選択

【開始時間を指定】で、授業の開始日時
を設定

【教材を探す】で出題する単元・教材を
選択して、【追加する】を選択

◆児童生徒メニューにログインすると、
先生が指定した教材のみ表示されます。

◆出題時間内は、他の教材を学習する
ことはできません。

児童生徒メニューの見え方

【課題設定】

◆児童生徒メニューにログインすると、
【課題】のタブに と表示されます。

◆一斉授業とは異なり、課題出題中も、
他の教材を学習できます。

児童生徒メニューの見え方
（課題出題時）

学習状況がリアルタイムで
表示されます

2
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指導教材 ウ

概要 ・先生が教材を探したり、ドリル問題やコンテンツを確認する際に、便利です。

・印刷したり、提示して使えるコンテンツがすぐに探せます。

◆教材検索

④ 検索結果が表示されます。

② 対象の【学年】【教科】を選択します。

①【教科書ページから探す】を選択します。

③ 検索したいページを入力し、【さがす】を選択します。

【教科書ページ】【単元】【キーワード】【ことば】で関連教材やコンテンツを検索できます。

すべての
ドリル問題を
確認できます。
解答表示の
有無を選べるの
で提示して利用
することもでき
ます。

教科書ページ検索

◆教科書設定が必要です（国語は対象外）

◆指定ページ数が多いと読み込みに時間が

かかる場合があります。

10ページ前後で検索してください。

【解説教材】 【プリント教材】 【ドリル問題】

◆教科書ページで検索

1

2

1

①

②

③

④
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①

◆解説教材/確認問題

解説教材で要点を復習することができます。
要点を確認した後、確認問題で確実に定着させます。

①【学年】【教科】を選択します。

②【単元】を選択し、見たい教材の【解説】を選択すると解説教材が表示されます。
【確認問題】を選択すると確認問題が表示されます。

解説教材の活用方法

◆印刷して校内に掲示
◆電子黒板で提示
◆自作教材の素材に図版を利用
◆Wordなどに貼り付け、重要語句を

空白にして小テストを作成

【解説教材】 【確認問題】

※図版を選択すると図版のみが拡大表示されます

黄色の部分を選択すると
シールがはがれて答えが
表示されます

単語を並べ替えて英文を完成させます。

1.【選択肢ボタン】から解答を順に選択します。
2.やり直したいときは、【リセット】を選択します。
3.【答えを見る】を選択すると、解答が

表示されます。

2

並べ替え問題＜確認問題英語＞

① ②
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